（５）海岸植物

　羽合町の海岸植物を調査観察するに、海岸は内陸の山地に比較して温暖であっても、日当たり（紫外線）が強く、塩分の影響を受けるために植物が生育するには厳しい自然環境である。このため各植物は環境に適応した形態を持っている。

　例えば次のような植物の特質がある。


・砂の中や岩の割れ目に深く入り込めるように発達した根を持つ植物、ハマグルマ、ハマヒルガオ、ハマゴ

　ウ、


・蒸散で水分が失われないように体表が草質化している。コウボウムギ、ハマニンニク、コウボウシバ、

・多肉化して水分を体内に蓄えておく植物は、オカヒジキ、タイトゴメ、ウンラン、

・砂浜では、飛砂によって砂が移動するが、この辺りには、砂防の役割をする低木のハマゴボウなどが生育


　している。羽合町で分布する海岸植物の代表的なものは、次のようである。

ケカモノハシ、ノジスミレ、ハマゴウ、コウボウムギ、ハマボウフウ、タイトゴメ、ハマハタザオ、イソノギク、テンキグサ、ハイネヅ、アキカラマツ、ハマボツス、ハマグルマ、カワラヨモギ、カセンソウ、コマツナギ、ハマニガナ、ツワブキ、マルバグミ、オニヤブソテツ、ハマエンドウ、ウンラン、ハマゼリ、クロマツ、マユミ、ハマヒルガオが生育している。


　羽合町内で、植物の分布の上から貴重な海岸植物は、次のようである。


　オオエゾデンダ、トウテイラン、マルバシヤリンバイ、マルバグミ、ツブラジイである。
